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皆さん、今日はようこそお
いでくださいました。お忙し
い中、ありがとうございます。
今年で 36回を迎える都市
問題会議を、北海道市長会と
北海道都市地域学会が共同で
開催するにあたり、まず、入
念な準備をしてくださいまし
た石狩市や関係各位の皆さま
に厚くお礼を申し上げます。
　私は、北海道地域学会を代
表するものとしてこの場にお
りますが、最初にこの学会に
ついて、一言触れさせていた
だきたいと思います。
　北海道地域学会は1963 年、
昭和 38年に、北海道都市学
会として、設立されました。
　その目的は、北海道の都市
研究者と、市政等の実務経験
者との協力を深め、都市に関
する諸科学の連携を強めるこ
とによって、都市の総合的研
究の実をあげる、となってい
ます。
　この目的を果たすべく、本
学会の会員は、都市に関わる
さまざまな分野の研究者と、
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　今回のテーマである「未来
都市の創生」、ならびに「石狩
モデル」がうたわれているの
は、まさに、石狩市民の存在
を意識するが故のことです。
　石狩市の未来図を描くため
に、バックアップ拠点という
政治的、経済的な視点が不可
欠であることは、言うまでも
ありません。
　住民への視点は、このよう
に第1回目の会議から今回の
第36 回の会議まで不動のも
のであることが言えます。少
なくとも私にはそう見えます。
　都市問題会議のテーマは
「経済」「環境」「社会」の 3つ
を、3本柱として行ってきま
した。これらは活性化と、ア
メニティーの向上に欠かせな
い構成要素だからです。
　しかし、昨年からこの 3つ
のテーマにさらにもう 1つ、
必然的に要素が付け加えられ、
付加されることになりました。
それは言うまでもなく、東日
本大震災に鑑みた、「災害への
対処」という要素です。

民間や行政の実務者によって
構成されています。学会活動
も研究面のみならず、研究成
果の具体的実現を強く意図し
て行われています。
　そして、学会の最大の活動
が、北海道市長会とともに、
この都市問題会議を開催させ
ていただくことです。
　先ほどの市長のお話にもご
ざいましたように、今回の
テーマは「バックアップ拠点
形成と未来都市の創生～新港
エリアを基軸とした石狩モデ
ル構想～」です。
　ちなみに、第 1 回会議の
テーマは「広域行政の現状と
問題　行政と住民参加」とい
うものでした。注目を引くの
は、ここで住民参加が昭和38
年の段階にありますが、すで
にうたわれているということ
です。
　困難な問題の解決は、行政
だけが担当するのではなく、
官民一体となって取り組むこ
とが肝要であるという認識が、
すでにここにあるわけです。

　昨年の都市問題会議は、伊
達市で開催されましたが、こ
の開催地・伊達市では、被災
者・被災地域に対する迅速な
対応を行う事例を示していま
す。
　それに引き続いて、先ほど
申し上げましたように、今回
のテーマにも含まれています
が、石狩市における災害への
対処に直結する事例を、今回
も取り上げていきます。
　今回のテーマはバックアッ
プ。北海道が昨年来「バック
アップ拠点構想」を打ち出し
ているということに関連して
います。
　これは、首都圏などのさま
ざまな機能が集中している地
域で、大災害が発生した場合、
そのダメージを最小限にとど
めるために、拠点を分散して、
バックアップ機能を持たせよ
うという構想です。
　北海道が担う、あるいは北
海道に期待されるであろう機
能として、食料・水の安定供
給、国内分散型の産業活動の
拠点形成、さらにエネルギー
の安定供給などがあげられて
います。
　私たちは、このバックアッ
プ構想に際して、ここ石狩市
が果たしうる、あるいは担う
べき重要な役割を考えたいと
思います。重要な役割に注目
いたします。
　「バックアップ拠点形成と
未来都市の創生～新港エリア
を基軸とした石狩モデル構

想～」という今回のテーマは、
石狩湾新港や LNGといった
新エネルギーの供給能力と、
石狩市が持つ潜在力に着目し
たところから生まれました。
　札幌圏有数の産業拠点で
ある石狩市は、有力なバック
アップ拠点となりうることを、
この会議の場でじっくりと検
証していきたいと思います。
　第 1日目の基調講演では、
日本が今後どうすれば活力を
回復できるのか、その中で北
海道はどのような役割を果た
しうるのか、北海道はこれま
でのハンディキャップを逆転
できるのか、などといったこ
とについて北海道が日本の近
代史の中で果たしてきた、あ
るいは担うことを余儀なくさ
れた役割、それを確認しなが
ら、大局的な視点から論じて
いただきます。
　それに続くパネルディス
カッションでは、新港エリア
や新エネルギーの現状につい
ての情報に触れながら、太平
洋航路となっているところや、
あるいは路線という視点も、
おそらく出てくるのではない
かと期待しています。そのよ
うな視点も交えて、今後の可
能性を探ります。
　2日目の座談会では、石狩
市の市民社会。特に環境と
いったものも加味しながら、
目を向けていきたいと思いま
す。
　経済面での利点を備える新
港でありながら、石狩市民と

新港との関係は、極めて希薄
ではないかと私には思えます。
　もし、市民が新港の役割を
理解し、意識の中に石狩湾新
港を位置付けることができる
とすれば、ひょっとしたら石
狩市民は、新しいアイデンティ
ティーを獲得できるかもしれ
ません。
　日本の全体社会に貢献しつ
つ、経済の活性化にもつなが
る取り組みが、市民の理解と
承認を得て、さらに新しい市
民アイデンティティーの創出
へと向かっていく。果たして
そうなるのでしょうか。
　この会議が、未来都市の石
狩モデル、これを参加者全員
で追求する機会になることを
念じて、テーマ解説といたし
ます。ありがとうございまし
た。


